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              平成 28 年 8 月 1 日 

「健常ヒトボランティアの炎症性痛に対するイバブラジン（プロコララン）

の鎮痛効果」に関する臨床研究（前向き介入研究）を実施しております。 
 信州大学医学部医倫理審査委員会の審査による医学部長の承認を得て、研究用に保
管された検体を用いて行います。このような研究は、「人を対象とする医学系研究に関する

倫理指針」の規定により、研究内容の情報を公開することが必要とされています。 

 

倫理審査承認番号  

課題名 健常ヒトボランティアの炎症性痛に対するイバブラジン（プロコララ

ン）の鎮痛効果 

研究機関 信州大学医学部附属病院麻酔科蘇生科 

研究責任者 信州大学医学部附属病院（麻酔科蘇生科、田中 聡） 

研究実施期間 倫理委員会承認日〜2018 年 12 月 31 日 

研究の意義、目的 海外で心拍数を低下させる薬剤として臨床使用されているイバブ

ラジン（プロコララン）という薬剤の、炎症性痛に対する鎮痛効果

を調査する研究です。新しいメカニズムに基づく、副作用の少ない

鎮痛薬の開発に繋がる可能性があります。 

 

被験者様 心臓病や慢性痛の無い、健常なボランティアを募集しています 

利用情報 痛みの自覚的変化、痛覚過敏状態を記録させていただきます。 

その他 この研究は、研究資金により実施されます。 

  

 

 

当院外へお名前や個人情報がでることはありません。 
必要な情報のみを集計します。研究成果は今後の医学の発展に役立つように学会や学術

雑誌で発表しますが、被験者様を特定できる個人情報は利用しません。 

 

ご不明な点については、下記のお問い合わせ先までご連絡くださいますようお願い

いたします。 
 

信州大学医学部附属病院麻酔科蘇生科 

当科における臨床研究にご協力をお願いいたします。 

― 

お問い合わせ先：信州大学医学部附属病院       

   担当者 麻酔科蘇生科 田中 聡 （電話：0263-37-2670） 


